
- 1 - 

平成２６年１０月号  Vol.４３ 

 
30％以上

20％以上
30％未満

10％以上
20％未満

３．１％

0％超
10％未満

分からない

0％
（全員男性）

５１．１％

５．３％

２９．６％

６．２％

４．３％

 
 
 
 

 
  
  
   
 
  
    
   
 
 
   
  
   
 
 
 
   
 
 
                   
                                       
 
  
 
  
 

 
 
   
 
  

兵庫県男女共同参画推進本部 

 

（問）県男女家庭課 078-362-3160 

（問）県男女家庭課 078-362-3160 

＊詳細は、下記 URL を是非ご覧ください。 

http://www.tdb.co.jp/report/watching/press/pdf/p140804.pdf 

政府の成長戦略では、「指導的地位に占める女性割合

を２０２０年に３０％とする」を女性の活躍推進の目

標に掲げ、保育士の確保・社会保障制度の見直しなど

の環境整備を行うことを明記しています。 

帝国データバンクの「女性登用に対する企業の意識

調査」（H26 年 7 月調査）によると、管理職に占める

女性の割合は、「ゼロ」が過半数の５１.５％。１０％

未満の企業を含めると８割となり、依然として管理職

への登用が進んでいないことが浮き彫りになっていま

す。 

しかし、今後、自社の女性管理職割合が増えると見

込んでいる企業は 20.9％あり、現状では女性登用が

遅れている大企業ほど「増加する」と考えている様子

も伺えます。 

また、女性の活用・登用を進めている企業は 45.4％

で、その理由は「男女にかかわらず有能な人材を活か 

 

すため」が９割。逆に、進めていない企業は 31.2％で、その理由は「資格対象者、候補者がい

ない」「女性自身昇進を望まないことが多い」などが挙げられ、女性が活躍する環境を整えるた

めには、男性のみならず女性の意識を変えていくことが必要と分析しています。 

 

■企業の女性管理職の割合 

「男女共同参画社会づくり協定」と「子育

て応援協定」の合同締結式が９月２４日、兵

庫県学校厚生会館で開かれました。 

仕事と家庭の両立や女性の能力発揮など

に向けた環境整備を進めている企業等と県

が協定を結ぶ「男女共同参画社会づくり協

定」は、今回新たに３０社が加わり、１､０６５

社となりました。 

協定締結式の冒頭、四海達也県こども局長

が、「世の中が大きな転換期である中、男女

がともに手を携え、社会でも活躍し、家庭で

もいきいきと子 

育てができる社 

会を作っていき 

ましょう。」と 

挨拶しました。 

続いて開催された子育て 

応援「企業人セミナー」で 

は、ワーク・ライフ・バラ 

ンスコンサルタントの瀧井 

智美さん（龍谷大学非常勤講師）が、「男性が育児

参画できる職場づくり」と題し、企業が抱える悩み

や課題の具体的な解決例を交え講演しました。 

瀧井さんは「変化する社会の中で、社員に選ばれ、

お客様に選ばれ、生き残れる企業になるには、経営

戦略の一環として、ワーク・ライフ・バランスに取り

組むことが必要。個人の幸せや成長を大切にするこ

とが、結果として企業の発展につながる。」と力説

されました。 

講演に続き、参加者全員で行われたワークショッ

プでは、実例を基にそれぞれの考えを熱心に語り合

うなど有意義なセミナーとなりました。 

男女共同参画社会づくり協定締結企業１,０６５社に！ 

女女性性登登用用にに対対すするる企企業業のの意意識識調調査査結結果果  
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毎年この時期に開催しているセミナー。今年も8

月23日から４週連続で土曜日に開催しました。 

初日はグラノラ、ジェラート、アクセサリーのシ

ョップを経営している起業１年目の3人の先輩から、

体験談を聞きました。成功談だけでなく「季節変動

が予想以上」といった失敗談や、｢今は日々の業務に

追われ時間がない、必要な準備は起業前に｣など、生

の声に、講義終了後も熱心に質問する姿が多く見ら

れ、受講生は起業への思いを新たにしていました。 

２日目は午前中にひょうご産業活性化センター、

日本政策金融公庫等の起業支援機関や司法書士、社

会保険労務士の講師から融資、会社設立、労働保険と

いった起業等に不可欠な知識を、午後には中小企業

診断士の宇田名保美さんから事業計画作成に必要な

ポイントを学ぶとともに、グループワークで各自の

計画について意見を交わし、実現に向けて計画の精

度を高めていきました。 

最終日には本セミナーの卒業生で(株)マジック 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

マイスターコーポレーションを経営する大谷芳

広さんから、広報のポイント、特にプレスリリー

スの手法について学んだ後、自らの事業計画につ

いてプレゼンテーションを行いました。３分とい

う短い時間ながらも、講座で学んだ手法を活用

し、分かりやすい言葉と作成したチラシを使って

２６人が発表しました。 

今回のセミナーでは回を追うごとに交流が広

がり、知識や手法だけでなく、受講生同士のつな

がりも大変深まる熱い４日間となりました。 

受講生からは、「充実した刺激の多い 4 週間 

だった」「色々な方と知り合えて良かった。起業 

のスタートラインに立 

つ心構えができた」 

「色々な刺激をもら 

い、今後きっと役に立 

つ経験だった」といっ 

た声が寄せられました。 

身近な人をDVから助けるためにはどうした

らいいのか、ＤＶに関する情報を現場経験が豊富

で多彩な講師から学びました。 

イーブン女性問題カウンセラーが、DVの構造

や被害者に与える影響を解説。カウンセリングで

相談者が自分を取り戻す手助けをしていること

を、続いて県警察本部職員が、警察におけるDV

事案への対応について説明しました。 

また、法的トラブル解決のため国が設立した法

テラスの兵庫スタッフと中村弁護士は、夫のDV

から逃れ離婚を考えている相談者に対する法律

アドバイスをロールプレイを交えて解説。参加者

からは「具体的な事例を基に、相談者と弁護士の

やりとりと解説があり、非常に分かりやすかっ

た」と大変好評でした。 

法的なトラブル解決に必要な法制度や相談窓

口の紹介、民事に関する 

無料法律相談や弁護士費 

用の立て替え等、法テラ 

スの業務内容を知る良い 

機会となりました。 

イーブン事業報告 

受講後すぐに就職活動に活かせる実践的なト

レーニングを中心に、5 時間にわたる 1 日集中

講座として開催しました。 

講師の西村美紀代さん（社会保険労務士）か

ら「あいさつは第一印象を決めるポイント」と、

好感をもたれる振る舞いや表情、発声のポイン

トを全員で実践しながら学びました。 

応募書類は自分自身をＰＲするプレゼンツー

ルであり、書く前に自分の強みを把握するため

に過去を振り返るなど、準備が必要であること

や、応募先が求めていることは何かを考えると

いったポイントを学びました。 

面接練習では、1 対 1 で講師と面接したりグ

ループで動作を確認したりして、気付いた点を

お互いにアドバイスし合っていました。 

最後に講師から「今日学んだことを少しでも

意識すれば、きっと他の 

人と差がつく。自信を持 

って」との話があり、全 

員で今後の健闘を誓いま 

した。 

9/19 8/21 

ＤＶ防止セミナー 

私たちが知っておきたいＤＶ情報 
～身近な人を助けるために～ 

女性のための再就職セミナー 

１日集中パワーアップ講座 

（問）県立男女共同参画センター078-360-8550 

（問）県立男女共同参画センター078-360-8550 

（問）県立男女共同参画センター078-360-8550 

8/23,30,9/6,13 仕事づくりセミナー～起業への一歩を踏み出そう～ 
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■会 社 名：山村倉庫株式会社（尼崎市） 
■代 表 者：代表取締役社長 内山 修 
■事業内容：貨物自動車運送事業、自動車 

運送取扱事業、倉庫業、物流 
加工業、人材派遣業、警備業など  

■従業員数：3,313人  ■URL:http://www.yamaso-web.co.jp/
物流や警備、管財等の事業を取り扱い、全国に拠点を置

く山村倉庫。執行役員を務める髙野まゆみさんは、パート
タイム従業員からスタート。子育てをしながらキャリアア
ップを重ね、現在は、雇用形態や性別を問わず誰もが働き
やすい職場環境づくりに努めています。 

髙野さんは、｢当社は、年齢や性別､学歴､国籍､正規･非正
規社員を問わず、普段の勤務成果･態度に基づいた人事評価
制度を設けており、それが仕事への意欲につながっていま
す。入社当時は幼い子どもを抱え、育児支援制度が整備さ
れていない中、上司の計らいで 1 時間短縮勤務や周りの従
業員による保育園への迎えの代行、子ども同伴の勤務など、
職場の人々の理解に助けられ、仕事に打ち込んでこられま
した｣と話します。現在は、育児・介護休業等、仕事と家庭
の両立支援策が充実。育児休業の取得に抵抗がある男性に
対しても、研修を通して取得を呼びかけています。 

さらに、外部研修に参加したことで外の企業を知り、目
標となる女性に出会い、意見交換や発言の場を与えられる
ことで、いつしか人前で堂々と話せるようになった髙野さ
ん。先陣をきってキャリアアップを重ねる前向きな姿勢は、
後輩女性従業員の目標となっています。 

 
 
  
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
   
  
  
 
 
 
  
 
 
 

県内市町･地域･企業の取り組み 

あかし男女共同参画センターで、市民グ

ループ・キズメリ―Kids on Meridian― 

主催によるママ応援セミナー第１回「アン

ガーマネジメント講座」が開催されました。

アンガーマネジメントとは、怒りの感情の

連鎖を断ち切り、怒りに振り回されないよ

うコントロールする方法を学ぶものです。

こころサポートあおいくま代表・梶原由美

さんが講師を務めました。 

講座では、怒りをコントロールするため

の具体的ですぐに実践できる方法などにつ

いて学びました。受講者同士が語り合うワ

ークでは活発な意見交換も生まれ、子育て

や仕事に日々頑張って 

いるママたちにとって、 

心もからだも健康に保 

つための有意義な時間 

となりました。 

 

(問)県男女家庭課 078-362-3160 

男女共同参画推進員連絡会議では、地域ブロックごと

に推進員が企画した事業を実施しています。 

今回は、阪神北地域と西播磨地域の事業を紹介します。 
 
 

子どもたちがジェンダーにとらわれず、自分 

らしく生きていける社会をめざして、私たちが 

できることを一緒に考える講座を開催します。 

｢男女がイーブンな社会づくりを!～ありのままで生きる～｣ 

日時：平成 26 年１０月２８日（火）19:00～20:30 

場所：宝塚市立男女共同参画センター・エル 

講師：波多野・靖之・カナエさん 

 
 

西播磨地域各市町の男女共同参画プランの学習や、市

町担当者との交流会などを実施しました。 

今後は、高校生や自治会向けに男女共同参画について

の啓発資料を作成する予定で、そのためのアンケート調

査や参考事例の調査などを行います。 

来年２月には、医療･介護保険制度の改正から見えてく

る男女共同参画をテーマとした講演会を開催予定です。 

(問)県立男女共同参画センター078-360-8550 

◆◆ がんばる企業 ◆◆ 

平成26年度あかし男女共同参画プラン推進事業 

(問)明石市男女共同参画課 078-918-5611 

（問）宝塚市人権男女共同参画課 0797-77-9100 

ママ応援セミナー第１回 
アンガーマネジメント講座 

◆開催日 平成２６年１１月１４日（金） 

◆会 場 宝塚ホテル 

◆内 容 

★トークセッション 

（10：30～12：00） 

第１部会「貧困スパイラル 

～見えづらい女性の貧困～」 

第２部会｢男女共同参画･男性にとっての

メリット～ノルウェーの最新事情から～｣ 

   第３部会「男女共同参画社会実現への処

方箋～もっと女性が輝くために～」 

 ★午後の部（13：00～17：00） 

  ●基調講演「格差社会を超えて～女性の

力で未来を拓く」 

 浜矩子さん（同志社大学大学院教授） 

  ●シンポジウム：パネリスト  

松江市長、宇部市長、宝塚市長 

 ★交流会（18：00～19：30） 

   ・参加費 5,000 円 

「絆・つながり・感謝～すみれの花咲く

まちから～」元タカラジェンヌによる

ミニコンサートほか 

トリプル周年･男女共同参画宣言都市20周年記念 

全国男女共同参画宣言都市サミット 

～響きあって、ともに未来へ～を開催します！ 

9/21 
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種   類 電 話 番 号 実 施 日 時 

女性のためのなやみ相談 

（女性カウンセラー） 

電話相談（直通） 078-360-8551 月～土曜日 
9：30～12：00 
13：00～16：30 

面接相談（要予約） 078-360-8554 
月～金曜日 
土曜日 

11：00～18：40 

9：20～16：50 

 法律相談（女性弁護士） 面接相談のみ ※なやみ相談(面接)後に予約 毎月 第２火曜日（原則） 

男性のための相談（男性臨床心理士） 電話相談 078-360-8553 毎月第１・３火曜日 17：00～19：00 

不妊専門総合相談（助産師等） 
電話相談（直通） 078-360-1388 毎月第１･３土曜日 10：00～16：00 

面接相談（要予約） 078-362-3250 毎月第２土曜日・第４水曜日 14：00～17：00 

女性のためのチャレンジ相談 
（女性社会保険労務士等） 

電話相談・面接相談 
(電話・面接とも要予約) 

078-360-8554 毎月第１～４木曜日 10：00～13：00 

イーブン女性就業相談室 
ハローワーク相談窓口 

問い合わせ先 
(電話相談不可) 

078-360-8260 月～金曜日 9：00～17：00 

情報相談（情報ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 
（学習や調べものなどのご相談に） 

電話相談（直通） 078-360-8557 月～土曜日 9：00～17：00 

参加者募集中の講座・お知らせ 

兵庫県立男女共同参画センター・イーブンの相談窓口 

※講座の詳細は、下記までお問い合わせください。 

ひょうご男女共同参画ニュース    平成２６（２０１４）年 10 月号（Ｖｏｌ．４３） ※毎月１日発行 

【編集・発行】 兵庫県立男女共同参画センター・イーブン、兵庫県男女家庭課 

【問い合わせ】 〒650-0044 神戸市中央区東川崎町１－１－３ 神戸クリスタルタワー７階 兵庫県立男女共同参画センター 

TEL：０７８－３６０－８５５０  FAX：０７８－３６０－８５５８   

【開 館 時 間 】 月～金曜日 ９：００～１９：００／土曜日 ９：００～１７：００  

【休  館  日 】 日曜日、祝日、国民の休日、年末年始 (12/28 ～1/4 )   

このニュースは、関係機関・団体や希望者に配信させていただくとともに、男女共同参画推進員が

お配りさせていただいています。配信を希望される方は、上記にご連絡ください。 

HP：http://www.hyogo-even.jp/ 

★女性のための働き方セミナー「めざせ起業！応援講座」★ 
“起業”をめざす方を対象に日本政策金融公庫神戸

創業支援センターとの共催で、少人数制の連続講座を
開催します。 

起業に必要な基礎知識、ビジネスアイデアの考え方、
ビジネスプランの作成方法等について学び、起業をめ
ざす人同士のつながりをつくるチャンスです。 
◆日 時 
（１）平成２６年１０月２０日（月）10:00～12:00 
（２）平成２６年１１月２８日（金）10:00～12:00 
 ※各日講座終了後、希望者を対象に専門家による個別相

談を実施します。（１人３0 分程度） 
◆テーマ・講 師 
（１）テーマ：起業という選択～自分らしく働くために～ 

講 師：日本政策金融公庫 神戸創業支援センター 
（２）テーマ：特技を活かして働きませんか～アイデアを

カタチにする～ 
講 師：箕作 千佐子 さん（中小企業診断士） 

◆会  場  県立男女共同参画センター  セミナー室 
◆対 象 県内在住・在勤・在学で、起業に関心のある女性 
◆定 員 各日１０名（先着順） 
◆参加費 無料  
◆一時保育 １歳半から就学前まで（無料・事前要予約 

各日６名まで） 
◆申込方法 所定の申込書に必要事項を記入の上、FAX・

郵送または持参でセンター宛 

★女性のための再就職セミナー★ 
「就職活動をしているけど、うまくい

かない…」「自分の就職活動を見直した
い」などとお悩みのあなたに、ぜひ参加
していただきたいお役立ち情報がいっ
ぱいのセミナーです。さあ、仲間と一緒
に再就職をつかみましょう！ 
◆日時・内容 
 (1)10/27(月) 履歴書はあなたの○○です！ 

(2)10/28(火) 面接を成功させる３つ
のコツ！ 

(3)10/29(水) 再就職加速術！ハロー
ワークは強い味方！ 

各日10:00～12:00 
◆講 師（１）（２）佐久本 優子 さん 

   （３）星野 たかこ さん 
◆会 場 県立男女共同参画センターセミナー室 
◆対 象 再就職を希望する女性 
◆定 員 各日２０名（先着順） 
◆一時保育 １歳半～就学前まで（無料･

要予約 各日６名まで） 
◆申込方法 所定の申込書に必要事項を

記入の上、センター宛FAX・
郵送または持参 

※1日または2日の参加もできますが、な
るべく３日連続でご参加ください。 


